
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上

・教職員間でマイプランを共有すると
ともに、校内研修等により取組の促
進を図る B

・コロナ対策をしながら、マイプランの成果指標達
成をめざして、各教科にて話し合い活動を仕組み、
児童の主体的な学びに生かしている。

A

・学校アンケートにおいて、88％の教師が、「マイプランの
成果目標を意識し、達成に努めている」と回答している。
話し合い活動に焦点を絞ったことが、共有化を促進し、取
り組みやすさにつながったと考える。今後は、特別支援学
級等、実態に応じた細やかな目標を設定する時間を十分
に確保していきたい。

A

・しっかりと目標設定をされている点が素晴らしい
と思う。
・「マイプランの成果目標を意識し、達成に努めて
いる」と回答されている先生方が80％以上おられ
ることからも評価できる。

指導教諭　岡本
【学び育てチーム】

○学習内容の定着と活用力向上の
ための授業実践

○友達と話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、広げたりすること
ができていると思う」と回答した児童
（生徒）８０％以上

・年間1回、全員が公開授業及び授
業研究会を実施する
・「授業づくりのステップ1・2・3  Vol2
２」を踏まえ、全教科半分以上の授業
で「話し合う活動」を設定する

B

・年間１回ずつ、全教職員で公開授業と授業研究
会等を実施している（６・１・２・５・３・４年実施済）。
・コロナ対策をしながら、「授業づくりのステップ1・
2・3  Vol2２」を踏まえ、全教科半分以上の授業で
「話し合う活動」を設定し、実施している。

A

・年間１回ずつ、全教職員で公開授業と授業研究会等を実施した（１～
６年・特別支援学級実施済）。全教職員が学校教育目標と研究主題を
念頭において、指導に励むことができた。
・83％の教職員が、全教科半分以上の授業で「話し合う活動」を設定
し、実施することができた。
・友達と話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりするこ
とができていると思う」と回答した児童（生徒）が８５％であり目標を達成
した。

A

・コロナ禍で学力を向上させるという目標はかなり難し
いと思うが、どの学年においても県平均を少しずつ上
回っているところがあるのは、努力の結果だと思う。
・全教職員が年１回ずつの公開授業と授業研究会を実
施され、学校教育目標と研究主題を念頭において指導
に励んでおられることからも評価できる。

岡本　指導教諭
【学び育てチーム】

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心など、
豊かな心を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯
定的な回答をした児童生徒８０％以上

・人権学習、人権集会を実施し、全校
児童の人権意識の向上を図り、アン
ケートを実施する
・道徳科の授業づくりに関する校内研
修等の実施

A

・人権週間には、人権についての話をICTを活用して全
校児童に実施し、意識を高めた。また、教職員が意識
して、人権・同和実践集を活用し実践するように務めて
いる。
・保護者が参観できる道徳の授業を、学年の代表者が
実施することで、授業を通して学校で指導していること
を理解してもらうことに努めた。

A

・人権週間には、人権についての話をICTを活用して全校児童に一斉
に実施し、意識を高めることができた。また、人権標語に取り組むこと
で、友だちに優しく思いやりの気持ちをもって接することの大切さを考え
させた。教職員が意識して、人権・同和教育実践集を活用し実践するこ
とができた。
・保護者が参観できる道徳の授業を、学年の代表者が実施することで、
授業を通して学校で指導していることを理解してもらうことができた。

A

・豊かな心を身に付ける活動で、保護者が参観できる
授業があったことはよかったと思う。
・人権問題にしっかり取り組まれており、また、保護者
にも理解を得ており素晴らしいと思う。
・先生方が意識して人権・同和教育に取り組まれたり、
道徳の授業を実践されたりしていることからも評価でき
る。

牧　宮原
【心育てチーム】

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじ
めの防止等のための取組、事案対処
等）について組織的対応ができている
と回答した教員９０％以上

・いじめの認知・覚知に対する対応マ
ニュアルを作成・見直しを行う
・いじめの対応についての研修・会議
を年間に２回以上行う

A

・「いじめ・いじわる・いやがらせをなくそう」という校長の
方針を全職員がしっかり受け止め指導しているので、
児童の意識も高い。「コロナ」の言葉を使った嫌がらせ
の報告もない。また、何かあれば、学年あるいは管理
職への報告・相談をしやすい雰囲気ができている。

A

・３学期、上級生がスマホの「ライン」トラブルから、仲間外しの
ような状態になったが、学年の指導により解決できた。問題を
みんなで共有し、解決できている。今後も全員でいじめを許さな
い学校づくりをしていきたい。 A

・いじめ問題に対して職員全員で情報共有し、解決に
向けて取り組んでいることからも評価できる。
・今後も保護者が相談しやすい雰囲気づくりに努め、い
じめを許さない学校づくりを目指してほしいと思う。

吉松 主幹教諭 養護教諭
【心育てチーム】

◎ふるさとの自然や地域の人とふれ
あう体験活動の充実

◎体験活動や地域の方々とのふれあ
いながら学習したことを楽しむことがで
きた児童９０％以上

・麓ふれあい祭及びふれあい祭へ向
けての活動を計画的に取り組む
・地域の方々との共に行う農業体験
活動の年間計画の作成と見直し A

・コロナ感染対策のため、６年生の餅つきが実施できな
くなった。しかし、地域ボランティアの方々との交流に焦
点を絞り、形を変え、麓ふれあい祭りは実施することが
できた。目的的な活動となり、これまでの活動の改善に
つながった。
・５年生に移行した農業体験活動を、計画的に進めるこ
とが出来た。

A

・学校アンケートにおいて、「児童は、体験活動や地域の
方々とのふれあい活動（麓ふれあい祭り等）を通して、心
を豊かにしている。」と回答した保護者が96％であった。活
動を変更しながらも、しっかりと目的を果たし、好評価を得
られたことが覗える。今後、今年度の取組を前向きに見直
し、来年度に生かしていく。

A

・地域ボランティアの方々との交流や体験活動など、コ
ロナ対策を考えながら形はすこし縮小されても中止さ
れることもなく実施できたことは喜ばしい。
・麓ならではの活動に対し、先生方も一生懸命取り組
んでいただいたことからも評価できる。ご負担もあると
思うが、今後もぜひ継続してほしいと思う。

指導教諭　学年主任
【心育てチーム】

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定着化」

❷「望ましい生活習慣の形成」

❸「「安全に関する資質・能力の育
成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う
時間が１週間で４２０分以上の児童生
徒７０％以上
❷給食後の歯みがき実施率を100％、
目標就寝時刻を守る児童を70％以
上、朝食の喫食率100％
❸児童生徒の交通事故を０（ゼロ）に
する

・学級で全員一緒に遊ぶ日を設定し
たり　（週１回程度）,昼休みや業間休
みには,外遊びの声かけをしたりする
・「ふもとっこがんばり表」を活用し,継
続的な指導を行う
・校内外の危険個所を知らせ、交通
規則の順守と児童の安全に関する意
識を高める

A

・各学級の係活動を中心として、外遊びの日を設
定し、多くの児童が外遊びを楽しんでいた。
・学級での指導や、「ふもとっこがんばり表」によっ
て生活を振り返ることで、児童の意識を高め、より
よい生活習慣の確立を促すことができた。
・交通安全教室を実施し、交通規則遵守の徹底を
図ったり、交通立番によって安全な登校を促したり
できた。

B

・授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で４２０
分以上の児童は62％であった。コロナの状況下では概ね
達成できたと考えられる。
・給食後の歯みがき実施率は94％、目標就寝時刻を守る
児童は77％、朝食の喫食率は94％であった。
・児童生徒の交通事故は軽傷一件であった。ヘルメットの
着用も厳しく指導を行い、アンケートでも９２％の保護者が
安全に気をつけていることがわかった。

B

・「ふもとっこがんばり表」で生活習慣の確立に努
力されていることからも評価できる。
・コロナ禍での運動や遊びも難しい点があったかと
思うが、今後も児童に声かけをして目標を達成で
きるように努力してほしいと思う。

阿嘉　養護教諭
鈴木 古川　髙林
【体つくりチーム】

●業務効率化の推進と時間外勤務
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する

・定時退勤日の設定
・学校閉庁日の設定
・月間時間外校内業務の４５時間以
内を目標にする A

・毎週金曜日を定時退勤日（PTAの会議等がある時は
その週の水曜日）とし、18：00を退勤時間としてほぼ守
ることができている。
・教育委員会の指示する学校閉庁日を遵守し、100％
設定することができた。
・月間平均時間外業務の時間を４５時間以内を守ること
ができている。

A

・毎週金曜日を定時退勤日（PTAの会議等がある時はそ
の週の水曜日）とし、１年間継続して18：00を退勤時間とし
てほぼ守ることができた。
・月間平均時間外業務の時間を４５時間以内を、１年間守
ることができた。今後は、さらに年間平均時間外業務の総
時間数も意識しながら時間外業務の削減に取り組んでい
きたい。

B

・短い時間の中でいかに効率的に仕事を進めるか、な
かなか難しいと思いますが、これだけ達成できているこ
とからも評価できる。
・遅くまで電気がついていることがある。どの業務を効
率よくすれば時間外業務を減らすことができるのか、大
変だと思いますが、もっと意識して取り組まれてほしい
と思う。

教頭 主幹教諭

○・負担感、多忙感の解消 ○報告、連絡、相談を密にし、課題に
対してチームで取り組み、負担感を軽
減する

・児童や保護者との話し合いは複数
対応を原則とし、協議しながら、統一
した方針で対応する A

・行事や提出文書締切等の日時は、月・週行事、連絡
会配布プリント及び行事黒板等で、見通しをもって業務
に取り組むことができるようにしている。また、児童や
保護者との対応や話し合いにおいても、協議をしなが
ら、複数で統一した対応をすることができている。

A

・継続して行事や提出文書締切等の日時を、月・週行事、連絡
会配布プリント等で、見通しをもって業務に取り組むことができ
るようにした。また、協議事項や児童・保護者との対応において
も、学年やチーム等で協議をしたり、対応したりできるようにし
たことで、負担感の軽減につなげることができた。

A

・コロナ禍も加わり、日々緊張されて負担も増えて
きていると思うが、個人の負担を減らせるようチー
ムで取り組む体制をつくられていることからも評価
できる。

教頭 主幹教諭　指導教諭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本語」の
授業公開を各学年１クラス以上行う
★保護者等に対する教科「日本語」に係る
情報を年間３回以上公開した学級率９０％
以上

・授業参観や学年・学級通信等を通
して，教科「日本語」の実践を保護者
や地域に広める A

・11月の授業参観及び2月の授業参観で各学年１
クラス以上で教科「日本語」の授業公開の予定。
・学級通信、学校ホームページ、小中一貫教育便
り等を通じて、教科「日本語」の様子を順次公開し
ている。

A

・２月の授業参観は中止になったが、各学級で取り組んだ
授業の様子を学校・学級便り、学校ホームページ、小中一
貫教育便り等で紹介することができた。授業参観ができな
かった分、積極的な公開に努めた。

A

・授業参観は実施できなくても、積極的に便り等で
情報発信している点からも評価できる。
・便り等を通して、教科「日本語」で何を学習してい
るか知ることができた。

主幹教諭　指導教諭
研究主任・副主任

○特別支援教育の充実

○個に応じた支援体制の確立のた
めの教員の専門性と意識の向上

○特別支援に関する専門性が向上し
た教員８０％以上

・特別支援に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、情報共有 A

・該当児童の個別の指導計画（前期分）をほぼ１０
０％作成することができた。
・担任・保護者の要請により学校生活支援事業（巡
回相談）を活用した。（３回）

A
・該当児童の個別の指導計画（後期分）をほぼ１００％作
成し、次年度の目標を立てることができた。
・新入生保護者向けの特別支援学級説明会、及び個人懇
談を行い、情報の共有を図った。

A
・教職員の特別支援教育に対する意識の向上が図ら
れていることからも評価できる。
・特別支援学級の先生方のご苦労は大変だと思うが、
一人一人の子供に寄り添って、今後も支援をお願いし
たい。

城戸　久保山
【特別支援学級担当】

●･･･県共通　★･･･鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 鳥栖市立麓小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の向上については、学力向上対策評価シートをもとに全職員で共通理解を図り、校内研究の取組の中で共通実践を行うことができた。１２月実施の県学習状況調査の結果や話し合い活動に対する児童のアンケート回答からも、一定の成果を挙げることができたことを確認することができた。次年度も活用力を意識した学習課題に取り組んでいく。
・心の教育については、いじめ・いのちを考える日の取り組みだけでなく、児童の生活の様子を教師全員で細かく見ていくようにしたり、児童アンケートを実施して実態把握に努めたり、定期的な保護者へのアンケートも実施したりして、学校・児童・保護者が一体となって「いじめを許さない」機運を高めてきた。今年度も、保護者や児童からの訴えにより、いじめ事案が発覚した。学校全体が
相談しやすい雰囲気になったと捉え、これからも発覚した事案には、全職員で情報を共有し丁寧に指導を行うよう努め、いじめ０を目指して指導を継続していく。また、地域連携活動である体験活動の推進に関して、ほとんどの保護者が「子供の心を豊かにしている」と評価している。本校の特色でもあるので、「開かれた学校推進委員会」と連携し、さらにこれらの取組を継続し、地域との連
携を深めたい。
・健康・体つくりについては、コロナ禍の中で児童の運動量については課題が見られたが、今後も家庭や地域と連携して、望ましい生活習慣の形成や児童の安全に関する資質・能力の育成に努めていきたい。
・時間外の校内勤務時間を月に45時間を目指して取り組んできた。年間平均すると半数程度の教員が守れている。次年度は、定時退勤日を100％守ることを目標にする。
・小中一貫教育については、授業参観が中止となり、教科「日本語」の授業公開数は減ってしまったが、ホームページや通信にて情報を発信することができた。今後も鳥栖西中校区３校で連携を深めていく。
・特別支援教育の充実については、ほとんどの教師が「特別支援教育への理解を深め、指導に生かしている」とアンケートに答えている。今後も継続して特別支援教育の充実に取り組んでいく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

〇学習規律を継続して指導し、授業のUD化を図ることで学習習慣の定着を図ってきたことが一定の成果を挙げた。読書量も一人平均90冊を達成できた。

〇いじめ・いのちを考える日の取り組みなどで、学校・児童・保護者が一体となって「いじめを許さない」機運を高めてきた。いじめ事案にも組織で素早く対応したためどの事案も早期解決できた。これからもいじめ０を目指して指導を継続していく。

〇地域連携活動である体験活動の推進に関して、ほとんどの児童・保護者が「麓小のよいところ」であると捉えている。これからも、「開かれた学校推進委員会」と連携を継続し、地域との連携を深めていく。

〇時間外の校内勤務時間を月に45時間以内をめざして取り組んできた。年間平均すると半数程度の教員が守れている。

２　学校教育目標 「ふるさとを誇りに思い、やさしく・かしこく・たくましく生きる麓っ子の育成」

３　本年度の重点目標

◎子どもの「学び」を鍛える（学力向上）　☞　国語科授業による活用力の向上

◎子どもの「心」を鍛える　☞　鳥栖西スタイル「三訓」「あいさつ」「時間」「清掃」を大切にした指導を行う。

○子どもの「体」を鍛える　　　○教師力向上・地域連携


